






　脳になんらかの病的過程が加わる結果として脳発達が障害され、二次的に精

神遅滞がおきる場合に、その病理的要因の種類と影響の強弱により、質的及び

量的に種々の程度の異常がおきる。そのプロセス解明のためのモデルともなる

先天代謝異常については脳の代謝機構の解明へのアプローチを通して多くの知

見と成果が報告されている。しかし精神遅滞が如何なる機構ておきるかについ

ては今回行われつつある追跡研究の進展と検討を通して明らかにされてゆくと

考えられる。すなわち精神遅滞の質と量の異常出現の度合を評価する方法論の

検討は重要な意味をもつ。


